
千里中央公園再整備基本計画【概要版】

千里中央公園再整備基本計画策定にあたって1

千里中央公園は、日頃から多くの市民が利用していますが、公園の利用特性から特徴ある運営
を行うことで、より価値を向上させ、賑わいを創出するため計画を策定することとなりました。

現状2

◉ 面積14.2haの総合公園で、前回の再整備から30年近く経過し各施設が老朽化
◉ 主にシニアの散歩やスポーツ・親子の遊具遊びを目的に利用
◉ 今後の公園に求められているテーマは、「くつろぐ」「遊ぶ」「健康になる」など

再整備方針3

コンセプト

「元気×公園」～アクティブに楽しむ公園～

スポーツや遊びの空間を充実 多世代の利用を促進 賑わいの創出と継続 人が集まる 良質な空間

再整備の方向性

方向性 取組み【例】

民間活力

の導入

 施設の整備や公園の管理運営に民間事業者のノ

ウハウや資金を活用します。

 新しい発想により、さらに柔軟に公園を使いこ

なすための取組みを進めます。

 施設の再利用や廃止の検討を進めます。

 民間事業者による憩いや賑わいの拠点となる施設の

導入

 利用者のやりたいことができる公園にするための仕

組みやルールづくり

 展望台や旧事務所の跡地活用

｜公園の運営

｜整備の視点

方向性 取組み【例】

くつろぎ

 豊かなみどりを活かし心地よい空間にします。

 水辺を中心にした多様な自然環境を感じられる空間

にします。

 やすらぎの時間を過ごすためのアメニティを充実し

ます。

 サクラ等の更新や適正な配置による心地よいみどりへ再生

 安場池のビュースポットの整備

 トイレの再整備や休憩スペース（あずまや・ベンチ）の整

備

 カフェなど飲食店舗の整備

遊び

 いつでも安心して楽しめる公園にします。

 ファミリーが余暇を一日楽しめる公園にします。

 全天候型のキッズプレイエリアの整備

 ローラー滑り台の改修

 BBQ施設の整備

 ドッグランの整備

活気

 日常的な運動を気軽に楽しめる公園にします。

 スポーツによるこどもや若者の居場所をつくります。

 ボランティア活動を支援するなど、市民の交流が生

まれる公園にします。

 園路の拡幅などによるウォーキング・ランニングコースの

整備

 スケートボードエリアなど若者向けスペースの整備

 竹林整備などのボランティア拠点の整備

動線

園路やサインの整備など

により回遊性を向上

広場を中心に、日常的にスポーツを

楽しみ、賑わいを創出するゾーン

サクラの花見をはじめ、安場池や

樹林など自然の景観の中やすらぎ

を感じるゾーン

くつろぎ

活気
遊び

期待される効果4

利用者 運営事業者 行政

 レクリエーション空間の充実

 こどもや若者の居場所

 健康増進の場

 多世代間の交流の場

 事業の新たな顧客の発掘

 みどりなどの景観や駐車場

などの既存施設の事業活用

 公園の賑わいの創出

 公園の周辺地域のイメージ

の向上

 歳入の増加と歳出の削減

スケジュール5

令和２年度 令和３年度 令和４年度以降

事業者の公募

事業者の公園施設の整備

事業者の運営

再整備のイメージ

大阪府豊中市

地形を活かした遊具やファミリー

で楽しめる広場を配置し、遊びを

満喫できるゾーン


